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　茂木町の山内甲地区の棚田では、毎年オーナーさんによる農作業体験が行われて

います。稲作体験に加え、ゆず狩りやホタル観賞会、野菜収穫体験、紅葉散策など

里山の魅力を四季を通して楽しむことができます。子どもたちは自然を肌で感じ、

大人たちは里山の豊かさを心で感じられる場です。
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青
年
部
と
真
岡
Ｊ
Ｃ
の

合
同
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
開
催　

　
新
春
講
演
会

「
夢
を
持
ち
続
け
今
を
生
き
る
」

上
野
優
作
氏
　

　

令
和
２
年
２
月
１
２
日
（
水
）
フ
ォ
ー

シ
ー
ズ
ン
静
風
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法

人
真
岡
青
年
会
議
所
と
一
般
社
団
法
人
真

岡
法
人
会
青
年
部
合
同
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
「
社
会
か
ら
見
え
る
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
～
地
域
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
題

し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
礎
的
知
識
や
導
入
の

メ
リ
ッ
ト
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
へ
の
可

能
性
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
は
持
続
可
能
な
開
発
目

標
の
略
称
で
あ
り
、
国
際
社
会
共
通
の
目

標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
開
発
目
標
と
し
て
「
１
７
の

目
標
」
と
「
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
貧
困
や
飢
餓
と
い
っ

た
問
題
か
ら
、
働
き
が
い
や
経
済
成
長
、

気
候
変
動
に
至
る
ま
で
２
１
世
紀
の
世
界

が
抱
え
る
課
題
が
包
括
的
に
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

自
社
事
業
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
と
結

び
つ
け
る
こ
と
で
、
社
会
課
題
へ
の
対
応

の
ア
ピ
ー
ル
に
な
り
、
企
業
の
信
頼
性
の

高
ま
り
や
人
材
確
保
、
従
業
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
等
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
、

柔
軟
性
の
高
さ
や
地
域
と
の
密
着
性
の
高

さ
等
の
面
か
ら
、
中
小
企
業
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
取
組
み
や
す
い
土
壌
が
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

真
岡
法
人
会
恒
例
の
「
新
春
講
演
会
」

は
、
去
る
二
月
十
一
日
に
真
岡
市
出
身
で

浦
和
レ
ッ
ズ
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
ヘ
ッ
ド
コ
ー

チ
の
、
上
野
優
作
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し

フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
に
お
い
て
、「
夢

を
持
ち
続
け
今
を
生
き
る
」
と
題
し
、
一

般
の
方
を
含
め
百
八
十
七
名
の
参
加
を
頂

き
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

上
野
氏
は
、
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
だ
っ

た
少
年
時
代
に
良
き
指
導
者
に
恵
ま
れ

て
「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
る
」
と
い

う
夢
の
実
現
の
た
め
に
か
け
て
も
ら
っ
た

恩
師
の
言
葉
な
ど
を
振
り
返
り
話
さ
れ
ま

し
た
。
真
岡
高
校
時
代
は
、
二
度
の
全
国

大
会
を
経
験
し
、
ユ
ー
ス
代
表
に
も
選
ば

れ
た
。
筑
波
大
学
に
進
学
す
る
と
、
全
国

レ
ベ
ル
の
選
手
が
多
く
在
籍
し
、
試
合
に

出
ら
れ
な
い
苦
し
い
時
期
も
経
験
し
た
が
、

大
学
日
本
代

表
に
選
出
さ

れ
た
時
に
、

ス
ポ
ー
ツ
心

理
学
者
の
高

妻
先
生
と
出

会
い
サ
イ
キ

ン
グ
ア
ッ
プ

と
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
学
び
「
ゾ
ー
ン

に
入
る
」
感
覚
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
出
場
の
二
試
合

目
に
「
ゾ
ー
ン
に

入
る
」
を
体
感
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
ア
ビ
ス
パ
福
岡
に
入
団

少
年
時
代
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
選
手
と
し
て
の
道
を
進
む
事
に
な
っ

た
が
、
良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、J

リ
ー
ガ
ー
に
な
っ
て
か
ら
経
験
し
た
三
度

の
戦
力
外
通
告
の
苦
し
み
、
そ
れ
を
乗
り

超
え
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
で
四
万
人

の
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
大
声
援
を
受
け
た
感

動
な
ど
、
選
手
時
代
を
熱
く
語
り
満
員
の

会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
高
校
時
代
の
恩
師
で
あ
る

谷
中
次
男
先
生
や
栃
木
Ｓ
Ｃ
時
代
の
仲
間

で
あ
り
、
昨
季
で
引
退
し
た
廣
瀬
浩
二
氏

真
岡
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
後
輩
と
川
上
監

督
も
会
場
に
駆
け
つ
け
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　

今
の
目
標
は「
プ
ロ
の
監
督
に
な
る
事
」

と
語
ら
れ
、
日
々
勉
強
と
の
こ
と
で
し
た
。

「
今
」
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
更
に
上
を
目

指
し
て
い
る
姿
勢
が
、
夢
を
持
続
け
る
事

が
、
大
事
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
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令
和
元
年
度

令
和
元
年
度

【
租
税
教
室
】す
べ
て
終
了

【
租
税
教
室
】す
べ
て
終
了

　
新
春
研
修
会

法
人
会
女
性
部
会
　

　

１
月
２
9
日
（
水
）、
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

ン
静
風
に
て
女
性
部
会
恒
例
の
新
春
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。
会
員
、
来
賓
、
事
務

局
を
含
め
53
名
が
参
加
し
ま
し
た
。　

は

じ
め
に
真
岡
税
務
署
長
の
高
市
智
恵
子
様

に
「
税
の
あ
れ
こ
れ
～
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
～
」
と
題
し
、
ご
講
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
、
税
の
情
報
、
申
告
手
続
・
納
税
手

続
の
他
に
、
女
性
職
員
の
活
躍
を
紹
介
す

る
ペ
ー
ジ
や
、
税
の
学
習
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
税
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
国
税

庁
の
取
り
組
み
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
税
に
つ
い
て
は
「
相
続

税
」
に
つ
い
て
申
告
状
況
等
統
計
的
な
こ

と
か
ら
申
告
の
要
否
等
を
お
話
し
下
さ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
相
続
税
の
申
告
要

否
判
定
コ
ー
ナ
ー
」
で
税
額
計
算
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
を
教
示
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
他
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
番
組
（
Ｔ
Ａ
Ｘ
―
Ｔ
Ｖ
）、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
等
様
々
な
こ
と
で
利
用
で
き

る
と
の
事
で
し
た
。　

研
修
後
は
、
別
室

に
移
動
し
お
楽
し
み
の
昼
食
会
で
す
。
お

い
し
い
料
理
に
舌
鼓
。
終
始
和
や
か
に
歓

談
が
続
き
ま
し
た
。

　

法
人
会
女
性
部
と
青
年
部
が
講
師
を
務

め
る
租
税
教
室
（
管
内
七
校
）
実
施
予
定

の
と
こ
ろ
二
校
残
っ
て
い
た
西
田
井
小
学

校
と
芳
賀
東
小
学
校
の
租
税
教
室
を
そ
れ

ぞ
れ
昨
年
の
十
二
月
二
十
日
と
二
十
三
日

に
実
施
し
、
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。
次

世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
税
の
仕
組
み
や

税
の
大
切
さ
を
正
し
く
伝
え
る
大
切
な
事

業
と
考
え
今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
講
師
を
務
め
て
頂
い
た
皆
様
、
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。

令和元年 12 月 20 日　西田井小学校
講師女性部　眞﨑さん、渡辺さん、松本さん

令和元年 12 月 23 日　芳賀東小学校
講師青年部　森さん

一般社団法人真岡法人会

第八回通常総会の開催

【日時】令和 2年 6月24日（水）午後 4時
【場所】フォーシーズン静風「静風の間」
＊ 5月中に会員の皆様にはご案内状を
送付いたします。出欠のご回報と欠席
される場合、委任状のご提出をお願い
いたします。
総会終了後に懇親会を予定しておりま
す。尚、新型コロナウイルス感染症の
状況によっては、日時・開催方法に関
して変更になる場合がございますので、
変更がある場合はお知らせいたします。

【茂木営業所】
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『
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
』

優
秀
作
品
を
表
彰

黒崎 真菜美 さん

J
A
は
が
野
　
茂
木
支
店

職
場
の
花

　

真
岡
法
人
会
女
性
部
会
主
催
、
国
税
庁

後
援
に
よ
る
第
八
回
「
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
会
が
、
一
月

二
十
九
日
に
行
わ
れ
、
応
募
総
数
百
七
十

七
点
の
中
か
ら
優
秀
作
品
三
十
八
点
を
選

出
し
、
表
彰
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
作
品
は
、
真
岡
小
学
校

亀
山
小
学
校
・
山
前
小
学
校
・
西
田
井
小

学
校
・
七
井
小
学
校
・
芳
賀
東
小
学
校
の

六
年
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、
ご
応
募
を
頂
き

ま
し
た
。

　

入
選
作
品
は
、
二
月
十
八
日
～
二
十
五

日
ま
で
の
八
日
間
、
真
岡
市
の
イ
オ
ン
と

た
い
ら
や
芳
賀
店
に
展
示
を
お
願
い
し
、

二
月
二
十
五
日
～
三
月
二
十
四
日
ま
で
真

岡
税
務
署
に
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、
左
記
上
位
三
賞
に
つ
き
ま
し
て
は

二
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
「
新
春
講
演

会
」
に
お
い
て
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

【
真
岡
法
人
会
会
長
賞
】

檜
澤
柚
弥
（
真
岡
小
学
校
）

【
真
岡
法
人
会
女
性
部
会
長
賞
】

髙
嶋
姫
翠
（
七
井
小
学
校
）

【
真
岡
税
務
署
長
賞
】

渡
邉
飛
源
（
山
前
小
学
校
）

「
介
護
保
険
に
つ
い
て
の
講
習
会
」
を
開
催

総
務
委
員
会

　

自
分
自
身
や
家
族
を
介
護
す
る
こ
と
に

な
っ
た
時
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
「
介

護
保
険
」。
真
岡
支
部
女
性
部
で
は
会
員

か
ら
の
要
望
も
あ
り
、「
介
護
保
険
」
の

制
度
の
仕
組
み
や
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
利
用
す
る
た
め
に
必

要
な
条
件
、
申
請
方
法
等
に
つ
い
て
の
講

習
会
を
総
務
委
員
会
（
阿
久
津
委
員
長
）

が
中
心
と
な
り
、
２
月
26
日
水
フ
ォ
ー

シ
ー
ズ
ン
静
風
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
は
、
会
員
で
あ
り
ま
す

福
田
記
念
病
院
様
の
ご
協
力
で
、
記
念
病

院
の
医
療
相
談
連
携
室
の
増
山
様
と
介
護

施
設
の
ふ
れ
ん
ど
真
岡
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
杉
本
様
を
講
師
と
し
て
招
き
、

独
自
で
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
冊
子
や
真

岡
市
の
介
護
保
険
関
係
の
資
料
に
基
づ
き
、

詳
し
い
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

約
１
時
間
と
短
い
時
間
で
し
た
が
、
わ

か
り
や
す
い
説
明
と
資
料
の
お
陰
で
参
加

し
た
多
く
の
会
員
か
ら
は
勉
強
に
な
っ
た

と
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
質
疑
応
答
の
時
に
は
、
い
く
つ
か

の
質
問
が
あ
り
、
改
め
て
「
介
護
保
険
」

に
つ
い
て
関
心
が
高
い
こ
と
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
入
組
し
、
今
年
茂
木
支
店

の
融
資
担
当
に
異
動
致
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
異
動
し
て
か
ら
数
か
月
で
す
が
、

茂
木
支
店
は
お
客
様
と
職
員
の
距
離
が
近

く
、
笑
顔
と
明
る
い
挨
拶
が
溢
れ
る
素
敵

な
支
店
だ
な
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

融
資
業
務
は
、
お
客
様
1
人
1
人
の
ご

相
談
に
合
わ
せ
た
返
済
計
画
な
ど
を
ご
案

内
し
、
人
生
を
よ
り
よ
く
充
実
し
て
頂
け

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
く
、

と
て
も
重
要
な
業
務
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

融
資
業
務
は
初
め
て
の
担
当
に
な
り
ま

す
が
、
私
も
先
輩
職
員
の
よ
う
な
親
身
に

な
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
を
し
、

お
客
様
か
ら
笑
顔
で
「
あ
り
が
と
う
」
と

言
っ
て
頂
け
る
職
員
を
目
指
し
、
日
々
業

務
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

笑
顔
と
明
る
い
挨
拶
が
溢
れ
る
茂
木
支

店
で
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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令
和
元
年
度　
第
３
回
タ
オ
ル
協
賛
運
動

タ
オ
ル
一
本
協
賛
運
動

芳
賀
支
部

新
春
賀
詞
交
歓
会

支
　
部
　
活
　
動

　

益
子
支
部
で
は
、
今
年
も
地
域
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
「
タ
オ
ル
一
本
協

賛
運
動
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。「
福
祉

施
設
な
ど
で
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
趣
旨
の
も
と
、
支
部
会
員
の
事
業
所

に
呼
び
か
け
、
町
内
１
７
ヶ
所
の
タ
オ
ル

収
集
所
に
未
使
用
の
タ
オ
ル
を
持
ち
寄
っ

て
い
た
だ
き
、
令
和
2
年
１
月
１
日
～
３

１
日
の
約
１
ヶ
月
間
に
て
３
４
８
本
も
の

タ
オ
ル
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
タ
オ
ル
は
益
子
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
贈
し
、
町
内
各
福
祉
施
設
に

配
分
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

益
子
支
部
で
は
立
春
交
流
会
を
２
月
６

日
（
木
）
に
益
子
舘
里
山
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
恒
例
で
行
っ
て
い
た
賀
詞
交

歓
会
を
一
新
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
３
７
名
の
会
員
及
び
地
域
の
団
体
の

方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
特
別
企
画
は
「
～
春
の
風
に
の
っ

て　

邦
楽
の
調
べ
～　

心
に
響
き
渡
る
お

琴
・
三
味
線
の
競
演
」
と
題
し
、
益
子
の

雛
め
ぐ
り
等
で
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
双
調
会
の
皆
様
に
「
さ
く
ら
」
や
「
星

影
の
ワ
ル
ツ
」
な
ど
、
５
曲
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
あ
ま
り
聴
く
こ

と
の
で
き
な
い
邦
楽
の
調
べ
を
参
加
者
一

同
堪
能
致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会

で
は
、
大
塚
町
長
、
高
市
税
務
署
長
、
岩

崎
県
議
会
議
員
、
星
野
町
議
会
議
長
、
諸

伏
真
岡
法
人
会
長
よ
り
心
の
こ
も
っ
た
温

か
い
ご
挨
拶
を
頂
き
、
会
員
及
び
各
種
団

体
の
参
加
者
一
同
和
や
か
な
歓
談
と
な
り

ま
し
た
。

　

芳
賀
支
部
女
性
部
は
、
芳
賀
町
商
工
会

女
性
部
と
の
共
催
に
よ
り
、
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
「
タ
オ
ル
協
賛
運
動
」

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
２
月
１
日
～
２

月
２
９
日
の
１
ヶ
月
間
を
実
施
期
間
と
し
、

商
工
会
館
に
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
設
置
し
女
性

部
員
と
親
会
に
も
呼
び
か
け
を
行
い
、
未

使
用
品
の
タ
オ
ル
を
持
ち
寄
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
集
ま
っ
た
１
５
０
本
の
タ
オ
ル
は
、

３
月
２
５
日
に
大
林
女
性
部
長
が
芳
賀
町

社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
れ
寄
贈
い
た
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
こ
の
タ
オ
ル
は
様
々
な
社
会
福

祉
活
動
で
ご
利
用
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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ひ
な
人
形
展
・
世
界
ら
ん
展

東
京
方
面

女
性
部
会
研
修
旅
行

に
の
み
や
商
工
会
工
業
部
会
・

真
岡
法
人
会
二
宮
支
部

合
同
視
察
研
修
の
実
施

二
宮
支
部

　

こ
こ
数
年
、
当
会
で
は
企
業
同
士
の
交

流
を
深
め
る
た
め
、
合
同
で
視
察
研
修
を

行
っ
て
い
る
。
今
回
は
２
月
４
日
か
ら
１

泊
２
日
で
福
岡
・
佐
賀
県
方
面
へ
足
を
延

ば
し
て
き
た
。

　

学
問
の
神
様
と
し
て
有
名
な
定
番
の
太

宰
府
天
満
宮
を
最
初
に
参
拝
し
、
そ
の
後
、

国
民
的
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
嵐
が
出
演
し

た
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
Ｃ
Ｍ
で
一
躍
有
名
と
な
っ
た
、

奇
跡
の
絶
景
「
光
の
道
」
が
見
ら
れ
る
宮

地
嶽
神
社
を
参
拝
し
た
。
２
月
と
１
０
月

の
年
に
２
回
の
み
絶
景
を
み
る
事
が
で
き

る
が
、
今
回
は
掲
示
し
て
あ
る
写
真
の
み

と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
、
直
径
２
．

６
ｍ
・
長
さ
１
１
ｍ
・
重
さ
３
ｔ
の
大
注

連
縄
、
直
径
２
．
２
ｍ
の
大
太
鼓
、
４
５

０
㎏
の
大
鈴
と
言
っ
た
３
つ
の
日
本
一
が

あ
り
、
巨
大
な
し
め
縄
の
み
見
学
し
て
き

た
。

　

２
日
目
は
、
早
朝
よ
り
バ
ス
で
９
０
分

か
け
て
佐
賀
県
唐
津
市
の
呼
子
町
へ
向

か
っ
た
。
呼
子
と
言
え
ば
全
国
に
知
ら
れ

る
「
イ
カ
の
町
」
で
あ
る
。
透
明
度
抜
群

の
「
イ
カ
の
活
造
り
」
を
堪
能
し
な
が
ら
、

日
本
酒
を
楽
し
ん
で
き
た
・

　

最
後
に
唐
津
城
付
近
か
ら
の
定
期
船
で

１
０
分
程
の
宝
当
神
社
へ
向
か
っ
た
。
宝

く
じ
を
現
地
で
購
入
し
、
神
社
で
当
選
祈

願
す
る
事
で
当
選
者
が
続
出
し
て
い
る
。

こ
れ
に
あ
や
か
り
、
み
ん
な
で
宝
く
じ
を

購
入
し
て
き
た
。
皆
様
の
当
選
結
果
が
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

総
勢
１
４
名
で
遠
く
九
州
の
地
へ
向
か

い
見
分
を
広
め
て
き
た
。

　

女
性
部
会
恒
例
の
日
帰
り
研
修
旅
行
は
、

２
月
17
日
（
月
）
会
員
・
事
務
局
を
含
め

24
名
が
参
加
し
、
東
京
方
面
へ
行
き
ま
し

た
。

　

小
雨
が
降
る
中
の
出
発
に
な
り
ま
し
た

が
、
バ
ス
の
中
は
朗
ら
か
で
楽
し
く
雨
も

や
み
予
定
通
り
に
雅
叙
園
に
到
着
し
ま
し

た
。
館
内
に
入
る
と
、
絢
爛
豪
華
な
装
飾

美
に
囲
ま
れ
思
わ
ず
た
め
息
が
出
ま
し
た
。

ひ
な
人
形
展
「
百
段
雛
ま
つ
り
２
０
２

０
」
の
会
場
に
向
か
う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も

ま
た
豪
華
で
し
た
。
今
年
は
出
雲
・
因
幡
・

萩
ひ
な
紀
行
と
し
て
島
根
、
鳥
取
、
山
口

の
３
県
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
雛
飾
り
が
と

こ
ろ
狭
し
と
飾
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た

趣
が
あ
り
、
優
美
な
世
界
が
ひ
ろ
が
っ
て

い
ま
し
た
。
昼

食
は
、
雅
叙
園

内
の
カ
ナ
デ
テ

ラ
ス
の
ラ
ン
チ

ブ
ッ
フ
ェ
で
美

味
し
い
料
理
を

堪
能
し
ま
し
た
。

　

次
に
東
京

ド
ー
ム
で
開
催

さ
れ
て
い
る
30

周
年
を
迎
え
た

「
世
界
ら
ん
展

２
０
２
０
」
―
花
と
緑
の
祭
典
―
に
行
き

ま
し
た
。
様
々
な「
蘭
」で
彩
ら
れ
た
オ
ー

キ
ッ
ド
・
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
る
と
会
場
中
央

に
あ
る
１
０
０
万
輪
の
「
蘭
」
を
使
っ
て

満
開
の
桜
を
表
現
し
た
シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
「
桜
蘭
」
の
美
し
さ
に
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。
展
示
の
仕
方
も
豊
富
で
香
り
も

様
々
。
心
地
良
い
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。な
か
で
も
日
本
大
賞
の「
パ

フ
ィ
オ
ペ
デ
ィ
ラ
ム
」
の
存
在
感
は
素
晴

ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
有
名
人
の

ブ
ー
ス
や
世
界
各
国
や
地
方
よ
り
お
い
し

い
も
の
の
出
店
、
絵
画
の
販
売
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
見
ど
こ
ろ
満
載
で
し
た
。

　

雅
叙
園
で
の
日
本
の
美
、
ら
ん
や
植
物

の
奥
深
い
魅
力
を
感
じ
、
心
豊
か
な
研
修

旅
行
と
な
り
ま
し
た
。
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イ
ト
ウ
工
業
株
式
会
社

ア
テ
ウ
ス
株
式
会
社

企 

業 

紹 

介

　

弊
社
は
昭
和
40
年
に
茂
木
町
で
先
代
社

長
が
旋
盤
挽
物
加
工
業
と
し
て
創
業
し
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
一
貫

し
て
、
同
様
の
仕
事
を
続
け
て
参
り
ま
し

た
。
そ
の
間
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
を

し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
エ
ア
コ
ン
の
温
度
調
整
機

の
各
種
部
品
並
び
に
、
電
気
部
品
、
医
療

機
器
部
品
、
そ
の
他
様
々
な
機
能
部
品
の

製
造
で
す
。
発
注
企
業
と
試
作
段
階
か
ら

携
わ
り
、
量
産
に
至
る
ま
で
、
少

し
で
も
良
い
製
品
作
り
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

弊
社
が
誇
り
に
し
て
い
る
の
は
、

材
種
を
問
わ
ず
、
幅
広
く
お
客
様

の
ご
要
望
に
対
応
し
て
い
る
こ
と

だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
最

先
端
の
設
備
を
用
い
た
り
、
社
員

が
常
に
技
術
向
上
に
取
り
組
み
な

が
ら
生
産
活
動
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
ま
た
生
産
性
と
継
続
性

向
上
の
た
め
、
昨
年
第
二
工
場
を

竣
工
し
、
従
業
員
の
安
全
と
快
適

に
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
建

設
し
ま
し
た
。

　

昨
今
は
世
の
中
が
著
し
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状
況

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
社
員
一
同
、

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
客
様
に
、

社
員
に
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
企

業
を
目
指
し
て
、
よ
り
一
層
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

弊
社
は
平
成
18
年
に
創
業
し
、
同
年
12

月
に
真
岡
税
務
署
か
ら
醸
造
免
許
が
付
与

さ
れ
、
主
に
海
外
原
料
を
使
用
し
た
ワ
イ

ン
を
醸
造
し
て
き
ま
し
た
。
弊
社
は
一
仕

込
み
が
23
ℓ（
7
2
0
㎖
で
約
26
～
28
本
）

と
い
う
少
量
か
ら
の
醸
造
を
行
っ
て
い

ま
す
。
通
常
少
な
く
と
も
1
0
0
0
ℓ

～
2
0
0
0
ℓ
で
仕
込
む
と
こ
ろ
、
飲

む
楽
し
み
に
加
え
作
る
楽
し
み
も
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
く
、
現
在
で
も
少
量
醸
造

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
酒
を
造
る
楽
し

み
？
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
弊
社
で

は
、
仕
込
み
か
ら
瓶
詰
め
ま
で
の
行
程
を
、

お
客
様
が
体
験
し
な
が
ら
ご
自
身
の
ワ
イ

ン
を
造
る
こ
と
が
出
来
る
体
験
醸
造
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
一
人
で
造
ら
れ
、
一
本
一
本
、
時
の

流
れ
を
味
わ
う
方
。
結
婚
さ
れ
る
お
二
人

で
造
ら
れ
、
お
二
人
の
感
謝
の
気
持
ち
を

お
返
し
す
る
方
。
ご
家
族
で
造
ら
れ
て
、

還
暦
の
お
祝
に
飲
ま
れ
る
方
。
造
る
き
っ

か
け
は
様
々
で
す
が
皆
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
飲
食
の
お

店
を
さ
れ
て
い
る
方
、
酒
販
を
お
持
ち
の

お
土
産
屋
さ
ん
の
P
B
商
品
も
少
量
醸

造
を
生
か
し
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
海
外
の
原
料
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
季
節
に
と
ら
わ
れ
ず
通
年

を
通
し
、
仕
込
み
が
出
来
る
様
に
し
て
お

り
ま
す
が
、
季
節
に
合
わ
せ
た

地
場
の
果
物
を
使
用
し
た
商
品

も
、
さ
ら
に
ご
家
庭
で
出
来
る

果
物
を
ワ
イ
ン
に
し
て
飲
ん
で

楽
し
み
た
い
と
の
ご
希
望
も
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年

に
弊
社
の
念
願
で
も
あ
り
ま
し

た
甘
味
果
実
酒
の
免
許
を
申
請

し
付
与
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
家
庭
で
収
穫
で
き
る
果
実
で

最
少
12
ℓ
～
23
ℓ
の
果
汁
で
ご

自
身
の
ワ
イ
ン
も
で
き
ま
す
の

で
、
ご
興
味
あ
る
方
は
是
非
ご

連
絡
下
さ
い
。
今
後
も
皆
様
の

想
い
の
お
手
伝
い
が
出
来
る
よ

う
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。


